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学
区
自
治
連
合
会
は
、
大

津
市
が
計
画
し
て
い
る
市
民

セ
ン
タ
ー
改
革
に
つ
い
て
、

市
が
公
表
し
た
「
市
民
セ
ン

タ
ー
機
能
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
と
「
公
民
館
自
主
運
営

モ
デ
ル
事
業
の
概
要
に
つ
い

て
」
の
資
料
や
昨
年
末
開
催

さ
れ
た
説
明
会
な
ど
を
基
に
、

市
の
改
革
案
の
ポ
イ
ン
ト
や

問
題
点
、
日
吉
台
住
民
へ
の

影
響
な
ど
を
資
料
に
ま
と
め
、

公
表
し
た
。

市
の
改
革
案
の
柱
は
、
現

在
の
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど
市
内
各
学
区
の
多
く
の

市
民
セ
ン
タ
ー
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
、
市
民
セ

ン
タ
ー
が
持
つ
支
所
、
公
民

館
、
地
域
自
治
、
防
災
の
４

機
能
を
機
能
再
編
、
施
設
再

編
す
る
も
の
。
２
０
２
５
年

度
完
了
を
目
標
に
順
次
再
編

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
案
し
て

い
る
。

公
民
館
は
こ
の
改
革
案
の

先
駆
け
と
な
る
も
の
で
、
最

終
的
に
は
地
域
の
自
主
運
営

を
目
指
し
て
い
る
。
運
営
が

自
主
運
営
に
な
っ
て
も
市
の

公
共
施
設
で
あ
り
、
市
の
施

設
使
用
に
か
か
る
制
限
が
な

く
な
る
の
か
説
明
は
な
い
が
、

講
座
運
営
な
ど
市
の
指
示
に

基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
業
務
や
事
業
が
残

る
と
住
民
負
担
は
大
き
い
。

モ
デ
ル
事
業
期
間
中
、
地
域

で
雇
用
さ
れ
た
事
務
員
が
戸

籍
な
ど
保
秘
義
務
が
課
せ
ら

れ
る
セ
ン
タ
ー
事
務
室
に
立

ち
入
れ
る
か
、
地
域
雇
用
事

務
員
の
雇
用
は
、
市
の
偽
装

請
負
に
な
ら
な
い
の
か
、
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
点
も
浮

上
し
て
い
る
。

支
所
機
能
の
統
廃
合
で
は
、

市
は
住
民
票
や
印
鑑
登
録
、

発
行
な
ど
窓
口
業
務
は
コ
ン

ビ
ニ
発
行
な
ど
代
替
策
を
検

討
す
る
と
し
て
い
る
が
、
日

吉
台
に
そ
の
コ
ン
ビ
ニ
が
な

く
隣
接
す
る
坂
本
支
所
に
出

向
く
に
も
高
齢
者
が
多
い
住

民
の
足
の
問
題
も
心
配
だ
。

こ
れ
ら
の
計
画
に
つ
い
て

は
ま
だ
案
の
段
階
。
市
内
各

学
区
の
反
応
も
さ
ま
さ
ま
だ

が
、
反
対
意
向
を
打
ち
出
す

学
区
も
数
多
い
。
市
が
描
く

計
画
案
ど
お
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
ど
お
り
進
行
で
き
る
か
は

ま
だ
不
透
明
。
学
区
で
は
こ

の
ま
と
め
つ
い
て
は
、
学
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
、

住
民
の
幅
広
い
意
見
、
議
論

を
期
待
し
て
い
る
。

大
津
市
が
計
画
す
る
公
民

館
自
主
運
営
モ
デ
ル
事
業
に

つ
い
て
、
野
々
口
義
信
学
区

自
治
連
合
会
長
は
学
区
自
治

連
１
月
定
例
会
で
、
市
役
所

で
開
か
れ
た
年
末
26
日
の
モ

デ
ル
事
業
説
明
会
の
報
告
を

行
い
「
市
が
考
え
る
学
区
内

で
組
織
す
る
公
民
館
運
営
団

体
が
行
う
事
務
員
の
雇
用
は
、

法
違
反
の
偽
装
請
負
の
可
能

性
を
指
摘
す
る
声
が
あ
る
」

と
説
明
、
学
区
と
し
て
当
面
、

モ
デ
ル
事
業
に
は
、
参
加
し

な
い
方
針
を
明
ら
か
に
し
、

学
区
自
治
連
定
例
会
も
こ
の

方
針
を
了
承
し
た
。

公
民
館
自
主
運
営
モ
デ
ル

事
業
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
機

能
改
革
案
の
ひ
と
つ
。
他
の

改
革
案
に
先
駆
け
29
年
度
事

業
で
実
施
す
る
も
の
で
、
学

区
内
の
各
種
団
体
に
公
民
館

運
営
委
員
会
（
仮
称
）
を
組

織
し
て
も
ら
い
、
地
域
で
事

務
員
を
雇
用
す
る
。
こ
の
事

務
員
は
、
週
２
回
程
度
公
民

館
に
出
向
き
、
現
在
の
公
民

館
長
ら
か
ら
貸
館
業
務
、
施

設
管
理
、
利
用
者
団
体
管
理
、

講
座
開
設
、
公
民
館
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
施
設
備
品
管
理
、

防
災
関
係
業
務
な
ど
を
学
ん

で
も
ら
う
と
い
う
。

モ
デ
ル
事
業
の
29
年
度
か

ら
31
年
度
ま
で
の
期
間
中
、

市
は
、
公
民
館
運
営
委
員
会

に
委
託
料
１
カ
月
６
万
４
１

５
２
円
（
税
込
み
）
を
支
出
、

事
務
員
の
給
与
は
公
民
館
運

営
委
員
会
が
支
払
う
こ
と
に

な
る
。

市
の
モ
デ
ル
事
業
説
明
会

は
、
事
業
に
参
加
を
希
望
す

る
学
区
や
説
明
を
聞
く
と
し

た
学
区
の
自
治
連
合
会
長
、

役
員
ら
が
出
席
し
た
。
説
明

会
で
、
モ
デ
ル
期
間
中
の
市
、

公
民
館
運
営
委
員
会
、
雇
用

事
務
員
の
三
者
間
の
職
務
上

の
指
揮
命
令
関
係
の
問
題
点

や
、
モ
デ
ル
期
間
中
、
機
密

保
持
が
不
可
欠
な
支
所
業
務

を
行
う
事
務
室
に
市
職
員
で

な
い
事
務
員
が
立
ち
入
れ
る

の
か
な
ど
数
々
の
疑
問
点
が

指
摘
さ
れ
た
。

職
務
上
の
指
揮
命
令
関
係

の
問
題
に
つ
い
て
、
現
行
法

上
、
市
が
公
民
館
運
営
委
員

会
に
委
託
料
を
支
払
い
、
同

委
が
事
務
員
を
雇
用
す
る
場

合
、
業
務
の
指
揮
命
令
が
で

き
る
の
は
雇
用
主
の
公
民
館

運
営
委
員
会
。
現
場
で
働
く

事
務
員
が
、
市
職
員
の
公
民

館
長
、
生
涯
学
習
専
門
員
か

ら
職
務
上
の
指
示
や
命
令
を

受
け
る
と
「
偽
装
請
負
」
と

み
な
さ
れ
、
労
働
者
派
遣
法
、

職
業
安
定
法
第
44
条
の
労
働

者
供
給
事
業
の
禁
止
に
抵
触

す
る
恐
れ
の
指
摘
が
あ
る
と

い
う
。

ま
た
説
明
会
で
は
、
モ
デ

ル
事
業
の
住
民
説
明
会
を
求

め
る
意
見
も
出
た
が
、
市
は
、

「
考
え
て
い
な
い
」
と
述
べ

説
明
会
は
開
催
し
な
い
方
針

を
示
し
た
う
え
、
モ
デ
ル
事

業
受
け
入
れ
学
区
を
求
め
、

参
加
申
込
み
書
を
配
布
し
た
。

日
吉
台
学
区
と
し
て
は
雇
用

形
態
に
法
抵
触
の
恐
れ
が
あ

る
う
え
、
説
明
会
を
学
区
の

役
員
な
ど
だ
け
に
済
ま
せ
て

事
業
推
進
す
る
市
の
姿
勢
は

「
賛
同
で
き
る
も
の
で
は
な

い
」
と
し
た
。

大
津
市
の
空
家
対
策
推
進

室
に
入
っ
た
連
絡
に
よ
る
と
、

石
川
県
か
ほ
く
市
の
市
町
会

区
町
会
連
合
会
の
自
治
会
視

察
研
修
の
一
行
が
５
月
24
日
、

日
吉
台
学
区
を
訪
問
、
空
き

家
対
策
を
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
捉
え
た
学
区
活
動

に
つ
い
て
視
察
、
研
修
す
る
。

日
吉
台
学
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
日
吉
台
学
区
が
取
り
組

む
空
き
家
対
策
事
業
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
知
っ
た
か
ほ
く
市
の
担

当
者
が
、
大
津
市
の
空
家
対

策
推
進
室
に
連
絡
、
視
察
研

修
の
運
び
と
な
っ
た
。

一
行
は
、
油
野
和
一
郎
市

長
を
は
じ
め
同
市
の
町
会
長
、

区
長
、
市
職
員
総
勢
45
人
。

バ
ス
で
日
吉
台
を
訪
問
、
日

吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
日

吉
台
学
区
で
取
り
組
む
空
き

家
対
策
の
事
業
内
容
、
事
業

の
経
緯
、
苦
労
話
、
成
果
な

ど
に
つ
い
て
研
修
す
る
。

石
川
県
か
ほ
く
市
は
、
能
登

半
島
西
部
の
つ
け
根
、
金
沢

市
の
北
約
20
㌔
、
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
。
人
口
約
３
万

５
０
０
０
人
、
世
帯
数
約
１

万
１
０
０
０
世
帯
で
高
齢
化

率
は
約
24
・
４
％
。
平
成
16

年
に
高
松
町
、
宇
ノ
気
町
、

七
塚
町
が
合
併
し
現
在
の
か

ほ
く
市
と
な
る
。
世
界
的
な

哲
学
者
、
西
田
幾
多
郎
博
士

の
出
生
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。

偽
装
請
負
の
可
能
性
指
摘
の
声

公
民
館
モ
デ
ル
事
業
、
事
務
員
地
域
雇
用

市
民
セ
ン
タ
ー
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
提
示

窓
口
業
務
は
、
坂
本
市
民
セ
ン
タ
ー
へ学区

自治連

日吉台のまちづくり活動を視察
石川・かほく市の視察研修一行

大
津
市
の
幼
児
政
策
課
は

22
日
、
日
吉
台
幼
稚
園
で
開

い
た
同
園
保
護
者
、
入
園
予

定
者
ら
に
対
す
る
説
明
会
で
、

同
課
の
山
内
和
夫
課
長
は

「
４
月
以
降
、
日
吉
台
幼
稚

園
児
は
、
坂
本
幼
稚
園
で
同

園
児
と
合
同
保
育
と
な
る
」

と
述
べ
、
日
吉
台
幼
稚
園
の

事
実
上
の
廃
園
方
針
を
明
ら

か
に
し
た
。

大
津
市
は
、
日
吉
台
幼
稚

園
に
換
え
、
民
間
の
認
定
こ

ど
も
園
の
設
置
を
計
画
、
設

置
事
業
者
の
公
募
を
行
っ
た

が
、
名
乗
り
を
挙
げ
る
事
業

者
が
な
か
っ
た
た
め
今
後
の

対
応
を
保
護
者
や
住
民
に
説

明
す
る
た
め
開
催
し
た
。

市
側
は
、
今
後
に
つ
い
て
、

２
月
中
旬
を
目
処
に
公
募
条

件
を
見
直
し
、
再
度
、
認
定

こ
ど
も
園
事
業
者
公
募
を
行

う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
う

え
、
「
こ
れ
ま
で
坂
本
幼
稚

園
と
交
流
保
育
な
ど
を
実
施

し
て
お
り
合
同
保
育
に
適
し

て
い
る
」
と
合
同
保
育
の
理

由
を
説
明
、
保
護
者
ら
に
理

解
を
求
め
た
。
坂
本
幼
稚
園

へ
の
通
園
は
、
市
が
通
園
バ

ス
を
運
行
、
日
吉
台
学
区
内

の
父
母
ら
が
希
望
す
る
箇
所

か
ら
送
迎
す
る
こ
と
に
な
る
。

日吉台幼稚園で行われる説明会

日
吉
台
幼
稚
園
事
実
上
の
廃
園
へ

４
月
か
ら
坂
本
幼
稚
園
で
合
同
保
育

市
が
通
園
バ
ス
運
行
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ど
ん
ど
・
立
ち
上
る
炎
に
子
ら
歓
声

新

春

の

1

月

６

、

７

の

両

日

、

日

吉

台

小

学

校

で

「

も

ち

つ

き

大

会

」

と

「

ど

ん

ど

焼

き

」

が

開

か

れ

た

。

ど

ん

ど

焼

き

当

日

は

、

開

始

時

の

青

空

か

ら

曇

り

空

に

変

わ

っ

た

が

風

も

な

く

寒

さ

も

あ

ま

り

感

じ

る

こ

と

が

な

い

穏

や

か

な

日

和

と

な

り

、

正

月

飾

り

を

持

っ

た

家

族

連

れ

や

子

ど

も

た

ち

な

ど

多

く

の

住

民

が

顔

を

み

せ

た

。

日

吉

大

社

の

神

官

に

よ

る

お

祓

い

の

あ

と

青

少

年

育

成

学

区

民

会

議

の

角

田

豊

会

長

が
校

庭
に

木
材

を
組

ん
だ

や
ぐ

ら

に
点

火
、

大

き

な

炎

と

な

り

、

参

加

者

ら

が

次

々

と

正

月

飾

り

や

お

正

月

の

書

初

め

な

ど

を

火

の

な

か

に

入

れ

、

天

高

く

立

ち

上

る

炎

に

歓

声

を

上

げ

、

無

病

息

災

と

地

域

の

安

全

を

祈

っ

て

い

た
。

火

が

収

ま

っ

た

あ

と

子

ど

も

た

ち

は

、

長

い

竹

の

棒

に

巻

か

れ

た

餅

を

残

り

火

で

あ

ぶ

っ

て

砂

糖

醤

油

を

つ

け

て

食

べ

、

ふ

る

ま

わ

れ

た

豚

汁

に

舌

鼓

を

う

っ

て

い

た

。

も

ち

つ

き

大

会

は

、

ど

ん

ど

焼

き

前

日

に

小

学

校

の

中

庭

で

あ

り

、

２

２

０

人

が

参

加

。

み

ん

な

で

お

も

ち

を

つ

い

た

あ

と

、

き

な

こ

も

ち

と

ぜ

ん

ざ

い

を

完

食

し

た

。

こ

の

「

も

ち

つ

き

大

会

」

と

「

ど

ん

ど

焼

き

」

は

、

伝

統

行

事

の

良

さ

を

日

吉

台

の

子

ど

も

た

ち

に

伝

え

る

た

め

日

吉

台

夢

・

未

来

事

業

推

進

委

員

会

が

、

平

成

19

年

か

ら

始

め

、

日

吉

台

の

新

春

の

風

物

詩

と

し

て

定

着

し

て

い

る
。

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
の
檻
設
置

どんど焼き、もちつき大会

ハープとフルートの音にうっとり
第２回日吉台コンサート

おもちつきっ

てむずかしいな

残り 火 で お も ちを 焼 く 参 加 者

燃 え 上 が る ど ん ど

生
演
奏
に
接
す
る
機
会
が
少

な
い
日
吉
台
住
民
を
魅
了
さ

せ
た
。

出
演
は
、
京
響
の
楽
団
員

で
あ
る
フ
ル
ー
ト
市
川
智
子

さ
ん
、
ハ
ー
プ
の
松
村
衣
里

の
デ
ュ
オ
演
奏
。
２
０
０
人

余
り
の
聴
衆
を
前
に
、
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ブ
に
ち
な
ん
で
バ
ッ

ハ
の
ア
ヴ
ェ

マ
リ
ア
の
厳

粛
な
雰
囲
気
で
始
ま
り
、
ビ

ゼ
ー
の
「
ア
ル
ル
の
女
」
よ

り
メ
ヌ
エ
ッ
ト
な
ど
の
演
奏

が
続
い
た
。
演
奏
の
合
間
に

市
川
、
松
村
さ
ん
が
、
フ
ル
ー

ト
と
ハ
ー
プ
の
歴
史
と
楽
器

日
吉
台
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
主
催
、
日
吉
台
学
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
後
援
の

「
第
２
回
日
吉
台
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
、
12
月
24
日
、
日
吉

台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
、

に
つ
い
て
の
説
明
、
ハ
ー
プ

で
は
ピ
ア
ノ
と
同
じ
よ
う
に

半
音
を
上
下
さ
せ
る
た
め
の

ペ
ダ
ル
が
７
つ
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
人

も
。
フ
ル
ー
ト
の
滑
ら
か
な

響
き
と
力
強
い
音
色
と
相
ま
っ

て
、
ハ
ー
プ
の
繊
細
で
華
麗

な
指
使
い
、
更
に
豊
潤
な
響

き
が
加
わ
り
、
市
川
、
松
村

さ
ん
の
見
事
な
演
奏
に
聴
衆

は
固
唾
を
飲
ん
で
聴
き
入
っ

て
い
た
。
終
わ
り
に
み
ん
な

で
「
き
よ
し
こ
の
夜
」
を
合

唱
し
て
素
敵
な
イ
ブ
を
過
ご

し
た
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
を
願
っ

て
日
吉
台
で
家
庭
菜
園
を
楽

し
む
住
民
グ
ル
ー
プ
と
日
吉

台
自
主
防
災
会
有
志
が
１
月

中
旬
、
大
津
市
千
野
３
丁
目

の
山
林
に
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
檻

１
基
を
設
置
し
た
。

檻
を
設
置
し
た
千
野
３
丁

目
は
、
日
吉
台
学
区
と
隣
接
、

多
く
の
住
民
が
畑
を
借
り
て

家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
い
る
。

付
近
で
は
５
年
ほ
ど
前
ぐ
ら

い
か
ら
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
し

て
い
た
が
、
昨
年
９
月
ご
ろ

か
ら
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
拡
大
、

被
害
防
止
用
の
電
気
柵
の
な

か
に
入
り
込
み
暴
れ
放
題
。

収
穫
前
の
作
物
を
台
無
し
に

し
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
地
元
猟
友
会

の
会
員
や
家
庭
菜
園
の
仲
間
、

同
自
主
防
災
会
の
有
志
ら
が
、

千
野
３
丁
目
の
地
主
の
協
力

を
得
て
檻
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
、
出
没
し
や
す
い
山

林
に
鉄
製
の
檻
を
据
え
付
け

た
。
作
業
を
終
え
た
住
民
ら

は
「
こ
の
檻
の
設
置
で
千
野

や
日
吉
台
住
民
が
イ
ノ
シ
シ

被
害
か
ら
守
れ
る
こ
と
を
願

う
」
と
話
し
て
い
た
。

イノシシ捕獲の檻を設置する住民

ら

日吉台市民センターで行われるコンサート


